２００８年度青山学院大学経済学部同窓会総会議事録
日　時 ： 2008年5月15日（木）18：00〜

場　所 ： アイビーホール青学会館　シャロン(2F)（懇親会はフィリアにて開催）
会員２７名出席

来賓4名

山口雅司常務理事

平澤典男経済学部長

鈴木いずみ経済学部ゼミナール連合代表

日高耕太郎　　　　同　　　　　 役員

開会宣言・祈祷　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会：幹事長　　富田　直

開会挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会　長　　天野知恒

要旨

昨年度はゼミナール連合（今回も代表者がいらっしゃっております）の発足、模擬面接、イースターコンサートと色々と新しい事がはじまり、当会の活動も活発になりました。本体制で２期目に入ります。また、来年度は経済学部同窓会設立１０周年、経済学部設立６０周年にあたります。来年の第１６回同窓祭には9月２３日に集う様な形で何かできればと考えております。経済学部同窓生と校友会関連組織、そして学生への支援をより密接に行い母校へ貢献してゆきましょう。

議長・書記選出  会則第三章第8条に則り、天野会長が議長に就任

参加者過半数賛同により書記に中根事務局長を選出した

議　　題

１．２００７年度事業報告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副 会 長　石井信之

主に資料「２００７年度事業報告」の通りです。

その他、補足説明をいたします。

２００７年度は垂れ幕を作成致しました。（会場に展示）

ホームページを全面リニューアルし、8月頃から公開致しました。

公開講演会は３回行いました。詳細は

2007/6/13
第７回石川一朗氏「日本の政治はどう変わっていくのか？」

2007/10/3
第8回小林和男氏「ポスト　プーチンを巡る死闘」

2008/3/19
第9回中島隆信氏「オバサンの経済学」

の３回です。

1月１７日の幹事会／講演会／懇親会の際の講演会は

矢吹初教授　「政府はなぜ必要か？　−財政学（抄）−」

を行いました。

参加者からの質問／異議申し立てなし。

２．２００７年度収支決算報告　　　　　　　　　　　　　　　　　会計委員　林　　実

詳細は資料の通りです。要点は

収支報告書

校友会大学部会からの通信費補助が支給され、400,000円予算の実績が404,746円でした。

奨学金：冠付給付型奨学金（エバーグリーン２１募金に準ずる）の払込み方法が前払い方式へ変更となった為、2006年度2007年度分の２年度分を計上しておりますが、2007年度につきましては未払金との相殺後、１人当り150000円を３名の450,000円の支出となります。

雑費：経済倶楽部と会員増強のための業務提携を昨年行い、講演会講師を推薦して頂く関係で、弊会役員（佐藤常任幹司名義）１名が同会規約の関係により個人名義で経済倶楽部会員となっております。この会費に年84,000円を充当しております。

ホームページ開設用　新ドメイン作成初期費用2007年度分が1,000円充当。

その他：経済学部ゼミ連合会が2007.12.12に発足し、その支援金として50,000円を充当。貸借対照表

奨学金支払いの前払い方式へ変更により、2007年度分を未払金へ計上し、未払金が相殺され、0円となっています。

新ドメイン作成初期費用1,000円

本件について、審議をお願いしたところ質問はなく、続いてこの議案に賛成の方の挙手をお願いし、全員賛成の議決となった。

参加者からの質問／異議申し立て無し

３．２００７年度会計監査報告　　　　　　　　　　　　　　　　　監査委員　室伏孝一

〃 　　飯村　肇

添付の通り青山学院経済学部同窓会の現金収支活動を適正に表示されているものと認めます。（室伏氏）

４．２００８年度事業計画（案）　　　　　　　　　　　　　　　　副 会 長　石井信之

別紙の通りです。要点だけ説明します。

オイコスノモスの発行を年２回を目標にしておりましたが、次号１４号は内容を充実させて１１月に発行する事にしました。

講演会は年4回の予定です。（７月9月１１月2008年2月予定）

次回は2008/7/2　柴田明夫氏「資源インフレと世界経済」です

学生支援の手段が奨学金給付事業に加えて、経済学部ゼミナール連合への支援が加わりました。

また、奨学金ですが、既に１４万円強の寄付が集まっておりますので、次回も３名に給付する予定です。（原則２名。寄付が集まれば１５万円ごとに１名追加する。）

大学への協力として、大学オープンキャンパスへの卒業生の推薦など行います。

校友会大学部会事業への参加／強力として、同窓祭（本年度はAOYAMA GREEN FESTIVALと呼称されます）に加えて、昨年度から始まりました模擬面接とイースターコンサートへの協力を致します。

参加者の満場一致で承認された

５．２００８年度収支予算（案）　　　　　　　　　　　　　　　　会計委員　林　　実

概略を説明、特に奨学金支出３名を維持すること、学部ゼミ連に対する支援他に充当するための雑費50000円計上したこと、及び石油高騰の影響を受けている印刷物や郵送関係費の効果的効率的支出に勘案しても赤字計画となることについてご理解を頂きたいとした。
参加者の満場一致で承認された。

６．会則一部改正　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会計委員　林　　実

資料にあります細則を追記させて頂きたく、承認をお願い申し上げます。

昨年度、奨学金を払込む際に１０万円以上は窓口でないと受け付けない。また、窓口では本人でないと受け付けないという事で、奨学金の払い込み作業に支障がでました。

これは、マネーロンダリング規制が強化され、銀行の取り扱い方法が変った為に起こりました。当会の口座の代表者は会長名になっており、住所は大学になっておりますので、会計担当者による振込処理が出来なくなっております。これに対応し事務処理を円滑にするため、当会の資金にて小払い用の口座名義及びその届出・連絡先住所を会計担当者の名前と住所により口座開設することを認めるものです。なおこれに付きましたは、本人のものと区分けが出来る別口表示を添付するものと致します。
この議案を審議したところ質問はなく、賛成者の挙手をお願いしたところ全員の

賛成が得られました。

参加者の満場一致で承認された。

７．その他

資料　総会資料一式（式次第、2007年事業報告、収支報告、予算案、貸借対照表、明細、監査報告書、2008年度事業計画案、予算案、会則一部改正案）

以　　上

議事録　作成者　中根　紀弘　（1992卒）

